
港湾事業の再評価項目調書 

 事業名（箇所名） 臨港道路整備事業（岩国港 装束～室の木地区） 

 実 施 箇 所  山口県岩国市 

 該 当 基 準  再評価実施後、一定期間が経過している事業 

 主 な 事 業 の 諸 元  臨港道路 

 事 業 期 間  事業採択  平成16年度  完了  平成32年度 

 総事業費（億円）  173  残事業費（億円）  98 

 目 的 ・ 必 要 性 港湾における物流効率化を通じて、産業の立地競争力を確保するとともに、周辺環境の改
善を図るため、岩国港のふ頭間を結ぶ臨港道路を整備する 

 便 益 の 主 な 根 拠 臨港道路の自動車交通の円滑化による効果 

・輸送時間短縮による輸送時間費用の削減 

・輸送費用縮減による輸送費用の削減 

・交通事故減少による事故損失額の削減 

（臨港道路計画交通量（全線供用時）：21百台/日～63百台/日） 

事 業 全 体 の 

投 資 効 率 性 

 基準年度  平成26年度 

 B：総便益（億円） 192  Ｃ：総費用（億円） 162  全体Ｂ／Ｃ     1.2 

 B－Ｃ 31  ＥＩＲＲ（%） 5.4 

 残事業の投資効率性  B：総便益（億円） 192  Ｃ：総費用（億円） 79  継続Ｂ／Ｃ     2.4 

 感 度 分 析   事業全体のＢ／Ｃ  残事業のＢ／Ｃ 
 需  要（-10％～+10％）  （1.1～1.3） （2.2～2.7） 
 建 設 費（+10％～-10％）  （1.1～1.2） （2.2～2.7） 
建設期間（+10％～-10％）  （1.2～1.2） （2.5～2.4） 

 事 業 の 効 果 等 岩国港の港湾関連交通の時間の短縮、費用の削減等を通じ、産業の立地競争力の確保と周
辺の生活環境改善に寄与する 

 社会情勢等の変化 
・平成17年 神戸コンテナ航路開設 

・平成18年 韓国（釜山）コンテナ航路開設 

・平成23年 室の木ふ頭岸壁（-12m）供用開始 

 主な事業の進捗状況  総事業費173億円  既投資額75億円  平成26年度末現在の事業進捗率43％ 

 事業の進捗の見込み  平成32年度に完成予定 

 コスト縮減や代替案 
 立 案 等 の 可 能 性 

Ⅰ期橋梁部のＲＣ桟橋部において基礎工事の工法を見直した結果、約60百万円のコスト
縮減が図られた 

 対応方針（原案）  継続 

 対 応 方 針 理 由  十分な事業の投資効果が見込まれると判断でき、港湾管理者からも早期完成が強く要望さ
れているため 

 そ の 他 （その他の指標による効果） 
・岩国港周辺における物流機能の効率化が促進され、地域産業の競争力が向上するとと

もに、立地企業の生産活動や雇用の促進が期待される 
・港湾関連車両の適切な通行ルートが確保され、住宅地等での騒音や振動等が低減され

るとともに、歩行者の安全確保など周辺環境の改善に寄与する 
・陸上輸送の効率化により、ＣＯ2やＮＯx等の排出ガスの低減が図られる 
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．
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岩
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．
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体

の
約
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％
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※
1
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出
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１
：
経
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業
省

工
業

統
計

調
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平

成
2
4
年
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り

岩
国

市
と

和
木

町
を

集
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国

港
周
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の

主
要
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業
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岩
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Ｘ
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．
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岩
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年

速
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約
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万

ト
ン

で
あ

り
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う
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、
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で
約
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を
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り
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っ
て
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る
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装
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地
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で
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貨

物
、
室

の
木

地
区

で
は

バ
ル

ク
貨

物
を

主
に

取
扱

っ
て

い
る

岩
国

港
装

束
～

室
の

木
地

区
臨

港
道

路
整

備
事

業

品
目

別
取

扱
貨

物
量

（
平

成
2
5
年

速
報

）

出
典

：
山

口
県

港
湾

課
資

料
よ

り
宇

部
港

湾
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貨
物
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４
．
岩

国
港

の
課

題
①

岩
国

港
に

は
埠

頭
間

を
結

ぶ
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト
が

な
い

た
め

、
港

湾
関

連
車

両
は

、
混

雑
が

激
し

い
国

道
２

号
線

を
利

用
せ

ざ
る

を
得

ず
、

さ
ら

な
る

混
雑

要
因

と
な

っ
て

い
る

。
こ

の
た

め
、

港
湾

貨
物

の
輸

送
に

時
間

を
要

し
、

物
流

コ
ス

ト
の

増
加

要
因

と
な

っ
て

い
る

。

【
課

題
】
港

湾
物

流
効

率
化

（
陸

上
輸

送
ア

ク
セ

ス
の

改
善

）

岩
国

港
装

束
～

室
の

木
地

区
臨

港
道

路
整

備
事

業

※
交

通
量

・
旅

行
速

度
は

実
査

結
果

（
平

成
2
3
年

実
施

）

【
装

束
5
丁

目
交

差
点

～
昭

和
橋

交
差

点
】

朝
ピ

ー
ク

：
7
時

台
上

り
方

面
（
山

口
→

広
島

)平
均

旅
行

速
度

：1
1.

6k
m

/h
所

要
時

間
：1

1.
2分装
束

地
区 新
港

地
区

室
の

木
地

区

国
道

２
号

既
設

臨
港

道
路

岩
国

市
道

臨
港

道
路

（
整

備
中

）
国

道
2
号

三
井

化
学

㈱
Ｊ
Ｘ

日
鉱

日
石

エ
ネ

ル
ギ

ー
㈱

日
本

製
紙

㈱

ユ
ニ

オ
ン

石
油

工
業

㈱

㈱
マ

ル
ホ

帝
人

㈱

紙
・
パ

ル
プ

・
紙

加
工

品
製

造
業

化
学

工
業

木
材

・
木

製
品

製
造

業

石
油

製
品

製
造

業

至 広 島 市

昭
和

橋
交

差
点

（3
3,

31
1 

台
/日

）

装
束

5
丁

目
交

差
点

（3
0,

63
5 

台
/日

）

写
真

①
新

港
4丁

目
付

近
（
16

時
頃

）
【
国

道
2号

線
混

雑
状

況
】
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４
．
岩

国
港

の
課

題
②

室
の

木
地

区
か

ら
発

生
す

る
港

湾
関

連
車

両
は

、
住

宅
地

内
を

通
る

市
道

を
通

行
せ

ざ
る

を
得

な
い

。

港
湾

関
連

の
大

型
車

の
通

行
は

、
住

宅
地

内
に

お
け

る
騒

音
や

振
動

、
歩

行
者

の
安

全
な

ど
周

辺
の

生
活

環
境

に
影

響
を

及
ぼ

し
て

い
る

。

【
課

題
】
周

辺
の

生
活

環
境

の
改

善

岩
国

港
装

束
～

室
の

木
地

区
臨

港
道

路
整

備
事

業

保
育
園

公
園

病
院

公
園

公
園

市
道
桂
町
２
号
線

国
道
２
号

室
の

木
地

区

【
岩

国
市

道
を

利
用

す
る

港
湾

関
連

車
両

】

JR
岩
国
駅

国
道

２
号

既
設

臨
港

道
路

岩
国

市
道

臨
港

道
路

（
整

備
中

）

工
業

用
地

至 広 島 市

至
山

口
市
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５
．

事
業

の
目

的
岩

国
港

装
束

～
室

の
木

地
区

臨
港

道
路

整
備

事
業

課
題

：
埠

頭
間

を
結

ぶ
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト
が

な
い

た
め

、
港

湾
貨

物
の

輸
送

が
非

効
率

と

な
っ

て
お

り
、
周

辺
沿

道
環

境
に

も
影

響
を

及
ぼ

し
て

い
る

岩
国

港
装

束
～

室
の

木
地

区
臨

港
道

路
整

備
を

実
施

臨
港

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
に

よ
る

物
流

効
率

化
を

通
じ

て
、

産
業

の
立

地
競

争
力

の
確

保
と

と
も

に
、

周
辺

環
境

の
改

善
を

図
る

。

10



事
業
の
概
要
と
進
捗
状
況

・
平

成
1
6
年

度
に
事

業
着

手

・
平
成
2
0
年
９
月
に
工
事
着
手
（
Ⅰ
期

区
間
）

・
平
成
2
7
年
度
に
暫
定
供
用
開
始
予
定
（
Ⅰ
期
区
間
）

・
平

成
3
2
年

度
に
事

業
完

了
予

定

６
．
事
業
の
概

要
と
進

捗
状
況

岩
国
港

装
束
～
室
の
木
地
区

臨
港

道
路

整
備

事
業

■
事
業
の
進
捗
状
況

（
事
業
期
間
：
平
成
1
6
年
度
～
平
成
3
2
年
度
）

施
工

区
分

施
設
名

全
体

事
業

費
既

投
資

額
残

事
業

費
進

捗
率

国
臨

港
道

路
1
7
3
億

円
7
5
億

円
9
8
億

円
4
3
％

※
平
成
2
6
年
度
末
時
点

延
長
2
.9
km

を
3
区
間
（
Ⅰ
期
、
Ⅱ
期
、
Ⅲ
期
）
に
分
け
、
投
資
効
果
の
早
期
発
現
を
図
る
た
め
Ⅰ
期
区
間
を
集
中
的
に
整
備
し
、

平
成
2
7
年
度
内
に
暫
定
供
用
を
開
始
す
る
予
定
。

航
路

･
泊

地
（
-
1
2
m
）

室
の
木
地
区

国
道
２
号

既
設
臨
港
道
路

臨
港
道
路
（
整
備
中
）

Ⅱ
期

L
=
0
.4
km

Ⅰ
期

（
平
成
2
7
年
度
末
暫
定
供
用
開
始
予
定
）

Ｌ
=
1
.2
km

Ⅲ
期

L
=
1
.3
km

臨
港
道
路

3
.5
m

3
.5
m

0
.5
m

0
.5
m

8
.0
m

新
港
地
区

装
束
地
区

■
標
準
断
面
図

岩 国 市 装 束 町 ６ 丁 目

岩 国 市 飯 田 町 １ 丁 目

室
の
木
埠
頭
岸
壁
(-
1
2
m
)

平
成
2
3
年
7
月
供
用
開
始

整
備

状
況
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７
．
将

来
交

通
量

の
推

計
岩

国
港

装
束

～
室

の
木

地
区

臨
港

道
路

整
備

事
業

W
it
h
時

と
W

it
h
o
u
t時

の
差

を
臨

港
道

路
整

備
に

よ
る

自
動

車
交

通
円

滑
化

効
果

と
し

て
算

定
①

輸
送

・
移

動
費

用
便

益
②

輸
送

・
移

動
時

間
費

用
便

益
③

事
故

損
失

額
削

減
便

益

○
臨

港
道

路
の

整
備

効
果

の
算

定
フ

ロ
ー

岩
国

港
周

辺
の

発
生

集
中

交
通

量
の

推
計

分
布

交
通

量
の

推
計

配
分

交
通

量
の

推
計

中
国

地
方

の
交

通
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

に
お

け
る

将
来

交
通

量
需

要
・
道

路
交

通
セ

ン
サ

ス
を

基
に

し
た

平
成

4
2
年

Ｏ
Ｄ

に
よ

る
一

般
交

通

岩
国

港
の

将
来

の
港

湾
関

連
交

通
量

需
要

・
港

湾
取

扱
貨

物
に

よ
る

発
生

交
通

量
・
通

勤
に

よ
る

発
生

交
通

量
・
緑

地
訪

問
に

よ
る

発
生

交
通

量
・
船

溜
ま

り
に

よ
る

発
生

交
通

量

W
it
h
時

臨
港

道
路

が
新

た
に

整
備

さ
れ

た
場

合
に

加
え

、
事

業
化

済
み

の
背

後
道

路
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

を
考

慮
し

て
推

計

W
it
h
o
u
t時

臨
港

道
路

が
新

た
に

整
備

さ
れ

な
い

場
合

に
加

え
、

事
業

化
済

み
の

背
後

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
考

慮
し

て
推

計
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８
．
事

業
の

効
果

（
事

例
）

■
臨

港
道

路
整

備
に

よ
る

自
動

車
交

通
円

滑
化

効
果

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

岩
国

港
周

辺
の

将
来

道
路

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
一

環
と

し
て

、
輸

送
距

離
が

短
縮

さ
れ

、
輸

送
・
移

動
速

度
が

向
上

す
る

岩
国

港
装

束
地

区
で

生
産

さ
れ

る
工

業
製

品
を

新
港

地
区

へ
輸

送
す

る
際

、
臨

港
道

路
を

利
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、
輸

送
距

離
、
時

間
の

短
縮

が
図

ら
れ

る

事
例

①
装

束
地

区
（
化

学
工

場
）
か

ら
新

港
地

区
（
コ

ン
テ

ナ
埠

頭
）
へ

輸
送

す
る

場
合

岩
国

港
装

束
～

室
の

木
地

区
臨

港
道

路
整

備
事

業

事
例

②
室

の
木

地
区

（
製

紙
工

場
等

）
か

ら
新

港
地

区
（
コ

ン
テ

ナ
埠

頭
）
へ

輸
送

す
る

場
合

岩
国

港
室

の
木

地
区

で
生

産
さ

れ
る

工
業

製
品

を
新

港
地

区
へ

輸
送

す
る

際
、
臨

港
道

路
を

利
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、
輸

送
距

離
、
時

間
の

短
縮

が
図

ら
れ

る
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８
．
事

業
の

効
果

（
便

益
算

定
）

岩
国

港
装

束
～

室
の

木
地

区
臨

港
道

路
整

備
事

業

①
輸

送
費

用
削

減
便

益

自
動

車
交

通
円

滑
効

果
便

益
：

4
.9

 億
円

/
年

①
輸

送
・
移

動
費

用
便

益
＝

W
it
h
o
u
t時

の
輸

送
・
移

動
費

用
－

W
it
h
時

の
輸

送
・
移

動
費

用
こ

こ
で

、
輸

送
・
移

動
費

用
＝

交
通

量
（
台

/
日

）
×

区
間

距
離

（
km

）
×

走
行

費
用

原
単

位

②
輸

送
・
移

動
時

間
費

用
便

益
＝

W
it
h
o
u
t時

の
輸

送
・
移

動
時

間
費

用
－

W
it
h
時

の
輸

送
・
移

動
時

間
費

用
こ

こ
で

、
輸

送
・
移

動
時

間
費

用
＝

交
通

量
（
台

/
日

）
×

区
間

距
離

（
km

）
÷

区
間

速
度

（
km

/
h
）
×

走
行

時
間

費
用

原
単

位

③
事

故
損

失
額

削
減

便
益

＝
W

it
h
o
u
t時

の
事

故
損

失
額

－
W

it
h
時

の
事

故
損

失
額

こ
こ

で
、
事

故
損

失
額

は
港

湾
整

備
事

業
の

費
用

対
効

果
分

析
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
平

成
２

３
年

６
月

）
に

よ
る

。

①
輸

送
・
移

動
費

用
削

減
額

W
it
h
o
u
t時

臨
港

道
路

未
整

備
時

の
輸

送
・
移

動
費

用
5
9
.2

億
円

/
年

0
.5

億
円

/
年

W
it
h
時

臨
港

道
路

整
備

時
の

輸
送

・
移

動
費

用
5
8
.7

億
円

/
年

②
輸

送
・
移

動
時

間
費

用
削

減
額

W
it
h
o
u
t時

臨
港

道
路

未
整

備
時

の
輸

送
・
移

動
時

間
費

用
2
7
4
.7

億
円

/
年

4
.2

億
円

/
年

W
it
h
時

臨
港

道
路

整
備

時
の

輸
送

・
移

動
時

間
費

用
2
7
0
.5

億
円

/
年

③
事

故
損

失
削

減
額

W
it
h
o
u
t時

臨
港

道
路

未
整

備
時

の
事

故
損

失
額

1
9
.7

億
円

/
年

0
.2

億
円

/
年

W
it
h
時

臨
港

道
路

整
備

時
の

事
故

損
失

額
1
9
.4

億
円

/
年

※
端

数
処

理
の

た
め

、
各

項
目

の
金

額
の

差
は

必
ず

し
も

合
計

と
は

な
ら

な
い

。

②
輸

送
時

間
費

用
削

減
便

益

③
交

通
事

故
損

失
額

削
減

便
益

※
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

効
果

と
し

て
は

、
「
臨

港
交

通
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
構

築
に

よ
る

港
湾

貨
物

輸
送

の
効

率
化

」
、

「
主

要
幹

線
国

道
や

県
道

・
市

道
を

含
め

た
周

辺
道

路
へ

の
効

果
」
を

計
上
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本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

に
よ

り
、

港
湾

関
連

車
両

の
適

切
な

通
行

ル
ー

ト
が

確
保

さ
れ

、
住

宅
地

等
で

の
騒

音
や

振
動

等
が

低
減

さ
れ

る
と

と
も

に
、

歩
行

者
の

安
全

確
保

な
ど

周
辺

環
境

の
改

善
に

寄
与

す
る

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

に
よ

り
、

岩
国

港
周

辺
に

お
け

る
物

流
機

能
の

効
率

化
が

促
進

さ
れ

、
地

域
産

業
の

競
争

力
が

向
上

す
る

と
と

も
に

、
立

地
企

業
の

生
産

活
動

や
雇

用
の

促
進

が
期

待
さ

れ
る

８
．
事

業
の

効
果

（
そ

の
他

の
効

果
）

周
辺

環
境

の
改

善

地
域

産
業

の
安

定
・
発

展
に

貢
献

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

に
よ

り
、

貨
物

の
陸

上
輸

送
の

効
率

化
が

図
ら

れ
、

C
O

2
、
N
O

X
排

出
量

が
削

減
さ

れ
る

環
境

負
荷

の
軽

減

岩
国

港
装

束
～

室
の

木
地

区
臨

港
道

路
整

備
事

業

2
7,
0
38

26
,8
3
7

2
6,
50

0

2
7,
00

0

2
7,
50

0

整
備

な
し

整
備

あ
り

（
ト
ン
/年

）

１
％

削
減

46
8

4
64

4
60

4
65

4
70

整
備

な
し

整
備

あ
り

（
ト
ン
/年

）
１

％
削

減

C
O

2削
減

量
N

O
x削

減
量
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９
．

コ
ス

ト
縮

減
の

方
策

岩
国

港
装

束
～

室
の

木
地

区
臨

港
道

路
整

備
事

業

■
基

礎
工

事
の

工
法

見
直

し

Ⅰ
期

橋
梁

部
Ｒ

Ｃ
桟

橋
部

に
お

い
て

、
基

礎
工

事
に

新
工

法
を

採
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

従
来

採
用

し
て

い
た

工
法

よ
り

周
面

摩
擦

力
が

向
上

。
こ

れ
に

よ
り

従
来

工
法

よ
り

杭
長

を
短

く
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

り
、
施

工
期

間
も

短
縮

で
き

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

約
０

．
６

億
円

の
コ

ス
ト
縮

減
が

可
能

と
な

っ
た

。

見
直

し
前

（
従

来
工

法
）

見
直

し
後

（
新

工
法

）

杭
長

4
8
.5

ｍ
（
最

長
の

杭
）

杭
の

本
数

1
6
本

杭
長

4
3
.0

ｍ
（
最

長
の

杭
）

※
５

ｍ
程

度
短

縮
杭

の
本

数
1
6
本

リ
ブ

プ
レ

－
ト

ソ
イ

ル
セ

メ
ン

ト
拡

大
根

固
め

部

（
セ

メ
ン

ト
ミ

ル
ク

噴
射

）

ソ
イ

ル
セ

メ
ン

ト

（
セ

メ
ン

ト
ミ

ル
ク

充
填

）
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1
0
．

投
資

効
果

岩
国

港
装

束
～

室
の

木
地

区
臨

港
道

路
整

備
事

業

要
因

事
業

全
体

残
事

業

－
1
0
%

＋
1
0
%

－
1
0
%

＋
1
0
%

需
要

量
1
.1

1
.3

2
.2

2
.7

事
業

費
1
.2

1
.1

2
.7

2
.2

事
業

期
間

1
.2

1
.2

2
.4

2
.5

項
目

事
業

全
体

残
事

業

費
用

（
C
）

1
6
2

7
9

事
業

費
1
6
0

7
7

維
持

管
理

費
2

2

便
益

（
B
）

1
9
2

1
9
2

輸
送

時
間

削
減

便
益

1
7
6

1
7
6

輸
送

費
用

削
減

便
益

1
2

1
2

事
故

損
失

額
削

減
便

益
5

5

残
存

価
値

0
.5

0
.5

純
現

在
価

値
（
B
-
C
)

3
1

1
1
4

費
用

便
益

比
（
B
/
C
）

1
.2

2
.4

■
感

度
分

析
結

果
（
Ｂ

／
Ｃ

に
よ

る
分

析
）

※
端

数
処

理
の

た
め

、
各

項
目

の
金

額
の

和
は

必
ず

し
も

合
計

と
は

な
ら

な
い

。
※

本
表

中
の

額
は

、
平

成
2
6
年

度
を

基
準

年
と

し
て

現
在

価
値

化
し

た
後

の
も

の
で

あ
る

。
※

残
事

業
便

益
の

算
定

の
考

え
方

現
時

点
で

供
用

し
て

い
る

区
間

は
な

い
た

め
、

残
事

業
便

益
は

全
体

事
業

便
益

と
同

一

■
費

用
便

益
分

析
結

果
単

位
：
億

円

費
用

対
効

果
分

析
の

結
果

、
○

純
現

在
価

値
（
B
-
C
）
=
  

3
1
億

円
○

費
用

便
益

比
（
B
/
C
）
=
  

1
.2

と
な

り
、
十

分
な

投
資

効
果

が
あ

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。
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1
1
．
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）

岩
国

港
装

束
～

室
の

木
地

区
臨

港
道

路
整

備
事

業

①
事

業
の

必
要

性
等

の
視

点

１
）
事

業
を

巡
る

社
会

経
済

情
勢

等
の

変
化

２
）
事

業
の

投
資

効
果

費
用

便
益

比
（
Ｂ

／
Ｃ

）
＝

1
.2

（
事

業
全

体
）

2
.4

（
残

事
業

）

３
）
事

業
の

進
捗

状
況

◇
総

事
業

費
：

1
7
3
億

円
（
既

投
資

額
：
7
5
億

円
）

◇
残

事
業

費
：

9
8
億

円
◇

事
業

進
捗

率
：

4
3
％

（
平

成
2
6
年

度
末

）

②
事

業
の

進
捗

の
見

込
み

◇
平

成
3
2
年

度
完

了
予

定

③
コ

ス
ト
縮

減
や

代
替

案
立

案
等

の
可

能
性

◇
Ⅰ

期
橋

梁
部

Ｒ
Ｃ

桟
橋

部
に

お
い

て
、
基

礎
工

事
の

工
法

を
見

直
し

、
コ

ス
ト
縮

減
を

図
る

【
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）
】

上
記

(
1
)
、

(
2
)
の

各
視

点
に

よ
り

、
効

果
が

十
分

に
見

込
ま

れ
る

と
判

断
で

き
、

港
湾

利
用

者
か

ら
も

早
期

完
成

が
強

く
要

望
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

継
続

が
妥

当

（
１

）
再

評
価

の
視

点

（
２

）
港

湾
管

理
者

へ
の

意
見

照
会

結
果

◇
引

き
続

き
、
早

期
完

成
に

向
け

て
、
コ

ス
ト
縮

減
等

を
考

慮
の

上
、
事

業
の

促
進

に
努

め
て

い
た

だ
き

た
い

◇
平

成
１

７
年

３
月

に
神

戸
航

路
、
平

成
１

８
年

５
月

に
韓

国
（
釜

山
）
航

路
が

、
コ

ン
テ

ナ
定

期
航

路
と

し
て

開
設

◇
平

成
２

３
年

７
月

、
室

の
木

埠
頭

岸
壁

（
－

１
２

ｍ
）
が

供
用

開
始

◇
平

成
２

７
年

度
、
Ⅰ

期
区

間
の

暫
定

供
用

予
定
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1
2
．

前
回

評
価

時
と

の
比

較
岩

国
港

装
束

～
室

の
木

地
区

臨
港

道
路

整
備

事
業

事
項

前
回

評
価

（
H
2
3
再

評
価

)

今
回

評
価

(
H
2
6
再

評
価

)

備
考

（
前

回
評

価
時

か
ら

の
変

更
点

）

事
業

施
設

臨
港

道
路

臨
港

道
路

計
画

交
通

量
約

1
5
～

6
6
百

台
/
日

約
2
1
～

6
3
百

台
/
日

取
扱

貨
物

の
需

要
等

の
見

直
し

事
業

期
間

平
成

1
6
年

度
～

平
成

3
2
年

度

平
成

1
6
年

度
～

平
成

3
2
年

度

総
事

業
費

（
現

在
価

値
化

前
）

1
7
3
億

円
1
7
3
億

円

総
費

用
（
C
)

1
4
8
億

円
1
6
2
億

円
現

在
価

値
化

の
基

準
年

変
更

（
Ｈ

2
3
→

Ｈ
2
6
）

総
便

益
（
B
)

1
8
4
億

円
1
9
2
億

円
現

在
価

値
化

の
基

準
年

変
更

（
Ｈ

2
3
→

Ｈ
2
6
）

費
用

対
効

果
（
B
/
C
）

1
.2

1
.2
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岩国港装束～室の木地区臨港道路整備事業

〔費用便益比（Ｂ／Ｃ）算定等資料〕
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参考資料１

その他
＜第三者委員会の意見・反映内容＞
引き続き、早期完成に向けて、コスト縮減等を考慮の上、事業の促進に努めていただきたい

コスト縮減や
代替案立案等
の可能性

Ⅰ期橋梁部のＲＣ桟橋部において基礎工事の工法を見直すことによりコスト縮減が図られる

対応方針 継続

対応方針理由 事業の投資効果が見込まれると判断できるため

社会経済情勢
等の変化

◇平成17年　神戸コンテナ航路開設
◇平成18年　韓国（釜山）コンテナ航路開設
◇平成23年　室の木ふ頭岸壁（-12m）供用開始

主な事業の進
捗状況

総事業費173億円、既投資額75億円
平成26年度末　事業進捗率43%

主な事業の進
捗の見込み

事業が順調に進んだ場合には、平成30年代前半の完了を予定している

感度分析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業全体のB/C　　　　　　　残事業のB/C
需 要 量　 （－10％ ～ ＋10％）　　　　 　 1.07～1.31　　　　　 　　　　  2.20～2.68
事 業 費　 （＋10％ ～ －10％）　　 　　   1.14～1.25 　　　　　　 　　　 3.22～2.71
事業期間　（＋10％ ～ －10％）　  　　 　 1.19～1.18 　　　　　　 　　　 2.47～2.38

事業の効果等

当該事業を実施することにより、港湾関連交通の時間の短縮、費用の削減等を通じ、産業の立地競争力の確保と周辺の生活環境改善に寄与す
る

＜貨幣換算が困難な効果＞
・地域産業の安定・発展に貢献
・騒音・振動、安全面の周辺環境の改善
・環境負担の軽減

残事業の投資
効率性

B:総便益
(億円)

192 C:総費用(億円) 79 継続B/C

全体B/C 1.2 B-C 31

2.4

EIRR
（％）

5.4

便益の主な根
拠

臨港道路の自動車交通の円滑化による効果
・輸送時間短縮による輸送時間費用の削減
・輸送費用縮減による輸送費用の削減
・交通事故減少による事故損失額の削減
（臨港道路計画交通量（全線供用時）：21百台/日～63百台/日）

事業全体の投
資効率性

基準年度 平成26年度

B:総便益
(億円)

192 C:総費用(億円) 162

総事業費（億
円）

173 残事業費（億円） 98

目的・必要性

＜解決すべき課題・背景＞
・ふ頭間を結ぶルートがないため港湾関連車両は混雑している国道2号等を利用せざるを得ず、貨物輸送に過分の時間を要し負担となっている
・室の木地区から発生する港湾関連車両は、住宅地内を通行しているため、騒音や振動、安全面など周辺の生活環境に影響を及ぼしている

＜達成すべき目標＞
①ふ頭間アクセスルートの確保による陸上輸送環境の改善
②港湾関連交通の円滑化により物流の効率化を図る

＜政策体系上の位置付け＞
・政策目標：国際競争力、観光交流、広域・地域間連携等の確保・強化
・施策目標：海上物流基盤の強化等総合的な物流体系整備の推進、みなとの振興、安定的な国際海上輸送の確保を推進する

事業期間 事業採択 平成16年度 完了 平成32年度

実施箇所 山口県岩国市

該当基準 再評価実施後一定期間を経過している事業

主な事業の諸
元

臨港道路

事業名
（箇所名）

臨港道路整備事業
（岩国港 装束～室の木地区）

担当課 港湾局　計画課 事業
主体

中国地方整備局
担当課長名 宮崎　祥一
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参考資料２（全事業）

岩国港 装束～室の木地区 臨港道路整備事業　全体事業 岩国港 装束～室の木地区 臨港道路整備事業　全体事業
費用便益分析シート(割引前) 費用便益分析シート(割引後)

EIRR= 5.4% NPV= 31 億円
B/C= 1.2

（億円） （億円）

初期投資
費用

運営・維持
コスト

総費用
（C）

輸送時間
削減便益

輸送費用
削減便益

事故損失
削減便益

残存
価値

総便益
（B）

初期投
資

費用

運営・維持
コスト

総費用
（C）

輸送時間
削減便益

輸送費用
削減便益

事故損失
削減便益

残存
価値

総便益
（B）

2004 3.0 3.0 -3.0 2004 1.5 1.1 4.0 4.0 -4.0
2005 6.0 6.0 -6.0 2005 1.4 1.1 7.9 7.9 -7.9
2006 3.7 3.7 -3.7 2006 1.4 1.1 4.8 4.8 -4.8
2007 6.6 6.6 -6.6 2007 1.3 1.0 8.4 8.4 -8.4
2008 6.7 6.7 -6.7 2008 1.3 1.0 8.5 8.5 -8.5
2009 7.4 7.4 -7.4 2009 1.2 1.0 8.7 8.7 -8.7
2010 7.3 7.3 -7.3 2010 1.2 1.0 8.3 8.3 -8.3
2011 6.8 6.8 -6.8 2011 1.1 1.0 7.5 7.5 -7.5
2012 7.0 7.0 -7.0 2012 1.1 1.0 7.3 7.3 -7.3
2013 10.5 10.5 -10.5 2013 1.0 1.0 10.9 10.9 -10.9
2014 6.5 6.5 -6.5 2014 1.0 1.0 6.5 6.5 -6.5
2015 8.3 8.3 -8.3 2015 1.0 1.0 8.0 8.0 -8.0
2016 1 7.4 0.03 7.4 16.4 0.5 0.1 17.0 9.6 2016 1 0.9 1.0 6.8 0.03 6.9 15.2 0.5 0.1 15.7 8.8
2017 2 18.1 0.03 18.1 16.4 0.5 0.1 17.0 -1.1 2017 2 0.9 1.0 16.1 0.03 16.08 14.6 0.4 0.1 15.1 -1.0
2018 3 18.5 0.03 18.6 16.5 0.5 0.1 17.0 -1.5 2018 3 0.9 1.0 15.8 0.03 15.86 14.1 0.4 0.1 14.6 -1.3
2019 4 18.5 0.03 18.6 16.5 0.5 0.1 17.1 -1.5 2019 4 0.8 1.0 15.2 0.03 15.25 13.5 0.4 0.1 14.0 -1.2
2020 5 19.4 0.05 19.5 23.3 0.5 0.1 23.8 4.3 2020 5 0.8 1.0 15.4 0.04 15.40 18.4 0.4 0.0 18.8 3.4
2021 6 0.1 0.1 24.2 0.8 0.1 25.2 25.1 2021 6 0.8 1.0 0.06 0.06 18.4 0.6 0.1 19.1 19.1
2022 7 0.1 0.1 7.9 0.7 0.4 9.0 8.9 2022 7 0.7 1.0 0.06 0.06 5.8 0.5 0.3 6.6 6.5
2023 8 0.1 0.1 7.9 0.7 0.4 9.0 8.9 2023 8 0.7 1.0 0.06 0.06 5.6 0.5 0.3 6.3 6.3
2024 9 0.1 0.1 7.9 0.7 0.4 9.0 9.0 2024 9 0.7 1.0 0.06 0.06 5.4 0.5 0.3 6.1 6.1
2025 10 0.1 0.1 7.9 0.7 0.4 9.1 9.0 2025 10 0.6 1.0 0.05 0.05 5.2 0.5 0.3 5.9 5.8
2026 11 0.1 0.1 8.0 0.7 0.4 9.1 9.0 2026 11 0.6 1.0 0.05 0.05 5.0 0.5 0.2 5.7 5.6
2027 12 0.1 0.1 8.0 0.7 0.4 9.1 9.0 2027 12 0.6 1.0 0.05 0.05 4.8 0.4 0.2 5.5 5.4
2028 13 0.1 0.1 8.0 0.7 0.4 9.1 9.1 2028 13 0.6 1.0 0.05 0.05 4.6 0.4 0.2 5.3 5.2
2029 14 0.1 0.1 8.0 0.7 0.4 9.2 9.1 2029 14 0.6 1.0 0.05 0.05 4.5 0.4 0.2 5.1 5.0
2030 15 0.1 0.1 4.2 0.5 0.2 4.9 4.9 2030 15 0.5 1.0 0.04 0.04 2.2 0.3 0.1 2.6 2.6
2031 16 0.1 0.1 4.2 0.5 0.2 4.9 4.8 2031 16 0.5 1.0 0.04 0.04 2.1 0.3 0.1 2.5 2.5
2032 17 0.1 0.1 4.1 0.5 0.2 4.9 4.8 2032 17 0.5 1.0 0.04 0.04 2.0 0.3 0.1 2.4 2.4
2033 18 0.1 0.1 4.1 0.5 0.2 4.9 4.8 2033 18 0.5 1.0 0.04 0.04 2.0 0.2 0.1 2.3 2.3
2034 19 0.1 0.1 4.1 0.5 0.2 4.8 4.7 2034 19 0.5 1.0 0.04 0.04 1.9 0.2 0.1 2.2 2.2
2035 20 0.1 0.1 4.1 0.5 0.2 4.8 4.7 2035 20 0.4 1.0 0.04 0.04 1.8 0.2 0.1 2.1 2.1
2036 21 0.1 0.1 4.1 0.5 0.2 4.8 4.7 2036 21 0.4 1.0 0.04 0.04 1.7 0.2 0.1 2.0 2.0
2037 22 0.1 0.1 4.0 0.5 0.2 4.8 4.7 2037 22 0.4 1.0 0.03 0.03 1.6 0.2 0.1 1.9 1.9
2038 23 0.1 0.1 4.0 0.5 0.2 4.7 4.6 2038 23 0.4 1.0 0.03 0.03 1.6 0.2 0.1 1.8 1.8
2039 24 0.1 0.1 4.0 0.5 0.2 4.7 4.6 2039 24 0.4 1.0 0.03 0.03 1.5 0.2 0.1 1.8 1.7
2040 25 0.1 0.1 4.0 0.5 0.2 4.7 4.6 2040 25 0.4 1.0 0.03 0.03 1.4 0.2 0.1 1.7 1.7
2041 26 0.1 0.1 3.9 0.5 0.2 4.6 4.6 2041 26 0.3 1.0 0.03 0.03 1.4 0.2 0.1 1.6 1.6
2042 27 0.1 0.1 3.9 0.5 0.2 4.6 4.5 2042 27 0.3 1.0 0.03 0.03 1.3 0.2 0.1 1.5 1.5
2043 28 0.1 0.1 3.9 0.5 0.2 4.6 4.5 2043 28 0.3 1.0 0.03 0.03 1.2 0.2 0.1 1.5 1.4
2044 29 0.1 0.1 3.9 0.5 0.2 4.6 4.5 2044 29 0.3 1.0 0.03 0.03 1.2 0.1 0.1 1.4 1.4
2045 30 0.1 0.1 3.8 0.5 0.2 4.5 4.5 2045 30 0.3 1.0 0.02 0.02 1.1 0.1 0.1 1.3 1.3
2046 31 0.1 0.1 3.8 0.5 0.2 4.5 4.4 2046 31 0.3 1.0 0.02 0.02 1.1 0.1 0.1 1.3 1.3
2047 32 0.1 0.1 3.8 0.5 0.2 4.5 4.4 2047 32 0.3 1.0 0.02 0.02 1.0 0.1 0.1 1.2 1.2
2048 33 0.1 0.1 3.8 0.5 0.2 4.5 4.4 2048 33 0.3 1.0 0.02 0.02 1.0 0.1 0.1 1.2 1.2
2049 34 0.1 0.1 3.8 0.5 0.2 4.4 4.3 2049 34 0.3 1.0 0.02 0.02 1.0 0.1 0.1 1.1 1.1
2050 35 0.1 0.1 3.7 0.5 0.2 4.4 4.3 2050 35 0.2 1.0 0.02 0.02 0.9 0.1 0.05 1.1 1.1
2051 36 0.1 0.1 3.7 0.5 0.2 4.4 4.3 2051 36 0.2 1.0 0.02 0.02 0.9 0.1 0.05 1.0 1.0
2052 37 0.1 0.1 3.7 0.5 0.2 4.4 4.3 2052 37 0.2 1.0 0.02 0.02 0.8 0.1 0.05 1.0 1.0
2053 38 0.1 0.1 3.7 0.5 0.2 4.3 4.2 2053 38 0.2 1.0 0.02 0.02 0.8 0.1 0.04 0.9 0.9
2054 39 0.1 0.1 3.6 0.5 0.2 4.3 4.2 2054 39 0.2 1.0 0.02 0.02 0.8 0.1 0.04 0.9 0.9
2055 40 0.1 0.1 3.6 0.5 0.2 4.3 4.2 2055 40 0.2 1.0 0.02 0.02 0.7 0.1 0.04 0.9 0.8
2056 41 0.1 0.1 3.6 0.4 0.2 4.2 4.2 2056 41 0.2 1.0 0.02 0.02 0.7 0.1 0.04 0.8 0.8
2057 42 0.1 0.1 3.6 0.4 0.2 4.2 4.1 2057 42 0.2 1.0 0.02 0.02 0.7 0.1 0.04 0.8 0.8
2058 43 0.1 0.1 3.6 0.4 0.2 4.2 4.1 2058 43 0.2 1.0 0.01 0.01 0.6 0.1 0.03 0.7 0.7
2059 44 0.1 0.1 3.5 0.4 0.2 4.2 4.1 2059 44 0.2 1.0 0.01 0.01 0.6 0.1 0.03 0.7 0.7
2060 45 0.1 0.1 3.5 0.4 0.2 4.1 4.1 2060 45 0.2 1.0 0.01 0.01 0.6 0.1 0.03 0.7 0.7
2061 46 0.1 0.1 3.5 0.4 0.2 4.1 4.0 2061 46 0.2 1.0 0.01 0.01 0.6 0.1 0.03 0.7 0.6
2062 47 0.1 0.1 3.5 0.4 0.2 4.1 4.0 2062 47 0.2 1.0 0.01 0.01 0.5 0.1 0.03 0.6 0.6
2063 48 0.1 0.1 3.4 0.4 0.2 4.1 4.0 2063 48 0.1 1.0 0.01 0.01 0.5 0.1 0.03 0.6 0.6
2064 49 0.1 0.1 3.4 0.4 0.2 4.0 3.9 2064 49 0.1 1.0 0.01 0.01 0.5 0.1 0.03 0.6 0.6
2065 50 0.1 0.1 3.4 0.4 0.2 3.7 7.7 7.6 2065 50 0.2 1.0 0.02 0.02 0.7 0.1 0.04 0.7 1.5 1.5

161.6 3.9 165.6 313.5 26.0 11.1 3.7 354.4 188.8 160.2 1.5 161.7 175.9 0.7 192.9 31.2

年度
費用 便益

純便益
（B-C）

便益

※各年度の建設費より消費税額を控除している（H元～8年度：3％、平成9～25度：5％、平成26年度～：8％）

年度
施設供
用期間

割　　引　　前

合　計 合　計

社会的
割引率

建設デフ
レータ

割　　引　　後
費用

施設供用
期間

純便益
（B-C）
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参考資料２(残事業)

岩国港 装束～室の木地区 臨港道路整備事業　残事業 岩国港 装束～室の木地区 臨港道路整備事業　残事業
費用便益分析シート(割引前) 費用便益分析シート(割引後)

EIRR= 56.0% NPV= 114 億円
B/C= 2.4

（億円） （億円）

初期投資
費用

運営・維持
コスト

総費用
（C）

輸送時間
削減便益

輸送費用
削減便益

事故損失
削減便益

残存
価値

総便益
（B）

初期投
資

費用

運営・維持
コスト

総費用
（C）

輸送時間
削減便益

輸送費用
削減便益

事故損失
削減便益

残存
価値

総便益
（B）

2004 2004 1.5 1.1
2005 2005 1.4 1.1
2006 2006 1.4 1.1
2007 2007 1.3 1.0
2008 2008 1.3 1.0
2009 2009 1.2 1.0
2010 2010 1.2 1.0
2011 2011 1.1 1.0
2012 2012 1.1 1.0
2013 2013 1.0 1.0
2014 2014 1.0 1.0
2015 8.3 8.3 -8.3 2015 1.0 1.0 8.0 8.0 -8.0
2016 1 7.4 0.0 7.4 16.4 0.5 0.1 17.0 9.6 2016 1 0.9 1.0 6.8 0.03 6.9 15.2 0.5 0.08 15.7 8.8
2017 2 18.1 0.03 18.09 16.4 0.5 0.1 17.0 -1.1 2017 2 0.9 1.0 16.1 0.03 16.08 14.6 0.4 0.08 15.1 -1.0
2018 3 18.5 0.03 18.55 16.5 0.5 0.1 17.0 -1.5 2018 3 0.9 1.0 15.8 0.03 15.86 14.1 0.4 0.07 14.6 -1.3
2019 4 18.5 0.03 18.55 16.5 0.5 0.1 17.1 -1.5 2019 4 0.8 1.0 15.2 0.03 15.25 13.5 0.4 0.07 14.0 -1.2
2020 5 19.4 0.05 19.49 23.3 0.5 0.1 23.8 4.3 2020 5 0.8 1.0 15.4 0.04 15.40 18.4 0.4 0.04 18.8 3.4
2021 6 0.08 0.08 24.2 0.8 0.1 25.2 25.1 2021 6 0.8 1.0 0.06 0.06 18.4 0.6 0.10 19.1 19.1
2022 7 0.08 0.08 7.9 0.7 0.4 9.0 8.9 2022 7 0.7 1.0 0.06 0.06 5.8 0.5 0.29 6.6 6.5
2023 8 0.08 0.08 7.9 0.7 0.4 9.0 8.9 2023 8 0.7 1.0 0.06 0.06 5.6 0.5 0.28 6.3 6.3
2024 9 0.08 0.08 7.9 0.7 0.4 9.0 9.0 2024 9 0.7 1.0 0.06 0.06 5.4 0.5 0.27 6.1 6.1
2025 10 0.08 0.08 7.9 0.7 0.4 9.1 9.0 2025 10 0.6 1.0 0.05 0.05 5.2 0.5 0.26 5.9 5.8
2026 11 0.08 0.08 8.0 0.7 0.4 9.1 9.0 2026 11 0.6 1.0 0.05 0.05 5.0 0.5 0.25 5.7 5.6
2027 12 0.08 0.08 8.0 0.7 0.4 9.1 9.0 2027 12 0.6 1.0 0.05 0.05 4.8 0.4 0.24 5.5 5.4
2028 13 0.08 0.08 8.0 0.7 0.4 9.1 9.1 2028 13 0.6 1.0 0.05 0.05 4.6 0.4 0.23 5.3 5.2
2029 14 0.08 0.08 8.0 0.7 0.4 9.2 9.1 2029 14 0.6 1.0 0.05 0.05 4.5 0.4 0.22 5.1 5.0
2030 15 0.08 0.08 4.2 0.5 0.2 4.9 4.9 2030 15 0.5 1.0 0.04 0.04 2.2 0.3 0.12 2.6 2.6
2031 16 0.08 0.08 4.2 0.5 0.2 4.9 4.8 2031 16 0.5 1.0 0.04 0.04 2.1 0.3 0.12 2.5 2.5
2032 17 0.08 0.08 4.1 0.5 0.2 4.9 4.8 2032 17 0.5 1.0 0.04 0.04 2.0 0.3 0.11 2.4 2.4
2033 18 0.08 0.08 4.1 0.5 0.2 4.9 4.8 2033 18 0.5 1.0 0.04 0.04 2.0 0.2 0.11 2.3 2.3
2034 19 0.08 0.08 4.1 0.5 0.2 4.8 4.7 2034 19 0.5 1.0 0.04 0.04 1.9 0.2 0.10 2.2 2.2
2035 20 0.08 0.08 4.1 0.5 0.2 4.8 4.7 2035 20 0.4 1.0 0.04 0.04 1.8 0.2 0.10 2.1 2.1
2036 21 0.08 0.08 4.1 0.5 0.2 4.8 4.7 2036 21 0.4 1.0 0.04 0.04 1.7 0.2 0.09 2.0 2.0
2037 22 0.08 0.08 4.0 0.5 0.2 4.8 4.7 2037 22 0.4 1.0 0.03 0.03 1.6 0.2 0.09 1.9 1.9
2038 23 0.08 0.08 4.0 0.5 0.2 4.7 4.6 2038 23 0.4 1.0 0.03 0.03 1.6 0.2 0.09 1.8 1.8
2039 24 0.08 0.08 4.0 0.5 0.2 4.7 4.6 2039 24 0.4 1.0 0.03 0.03 1.5 0.2 0.08 1.8 1.7
2040 25 0.08 0.08 4.0 0.5 0.2 4.7 4.6 2040 25 0.4 1.0 0.03 0.03 1.4 0.2 0.08 1.7 1.7
2041 26 0.08 0.08 3.9 0.5 0.2 4.6 4.6 2041 26 0.3 1.0 0.03 0.03 1.4 0.2 0.07 1.6 1.6
2042 27 0.08 0.08 3.9 0.5 0.2 4.6 4.5 2042 27 0.3 1.0 0.03 0.03 1.3 0.2 0.07 1.5 1.5
2043 28 0.08 0.08 3.9 0.5 0.2 4.6 4.5 2043 28 0.3 1.0 0.03 0.03 1.2 0.2 0.07 1.5 1.4
2044 29 0.08 0.08 3.9 0.5 0.2 4.6 4.5 2044 29 0.3 1.0 0.03 0.03 1.2 0.1 0.06 1.4 1.4
2045 30 0.08 0.08 3.8 0.5 0.2 4.5 4.5 2045 30 0.3 1.0 0.02 0.02 1.1 0.1 0.06 1.3 1.3
2046 31 0.08 0.08 3.8 0.5 0.2 4.5 4.4 2046 31 0.3 1.0 0.02 0.02 1.1 0.1 0.06 1.3 1.3
2047 32 0.08 0.08 3.8 0.5 0.2 4.5 4.4 2047 32 0.3 1.0 0.02 0.02 1.0 0.1 0.06 1.2 1.2
2048 33 0.08 0.08 3.8 0.5 0.2 4.5 4.4 2048 33 0.3 1.0 0.02 0.02 1.0 0.1 0.05 1.2 1.2
2049 34 0.08 0.08 3.8 0.5 0.2 4.4 4.3 2049 34 0.3 1.0 0.02 0.02 1.0 0.1 0.05 1.1 1.1
2050 35 0.08 0.08 3.7 0.5 0.2 4.4 4.3 2050 35 0.2 1.0 0.02 0.02 0.9 0.1 0.05 1.1 1.1
2051 36 0.08 0.08 3.7 0.5 0.2 4.4 4.3 2051 36 0.2 1.0 0.02 0.02 0.9 0.1 0.05 1.0 1.0
2052 37 0.08 0.08 3.7 0.5 0.2 4.4 4.3 2052 37 0.2 1.0 0.02 0.02 0.8 0.1 0.05 1.0 1.0
2053 38 0.08 0.08 3.7 0.5 0.2 4.3 4.2 2053 38 0.2 1.0 0.02 0.02 0.8 0.1 0.04 0.9 0.9
2054 39 0.08 0.08 3.6 0.5 0.2 4.3 4.2 2054 39 0.2 1.0 0.02 0.02 0.8 0.1 0.04 0.9 0.9
2055 40 0.08 0.08 3.6 0.5 0.2 4.3 4.2 2055 40 0.2 1.0 0.02 0.02 0.7 0.1 0.04 0.9 0.8
2056 41 0.08 0.08 3.6 0.4 0.2 4.2 4.2 2056 41 0.2 1.0 0.02 0.02 0.7 0.1 0.04 0.8 0.8
2057 42 0.08 0.08 3.6 0.4 0.2 4.2 4.1 2057 42 0.2 1.0 0.02 0.02 0.7 0.1 0.04 0.8 0.8
2058 43 0.08 0.08 3.6 0.4 0.2 4.2 4.1 2058 43 0.2 1.0 0.01 0.01 0.6 0.1 0.03 0.7 0.7
2059 44 0.08 0.08 3.5 0.4 0.2 4.2 4.1 2059 44 0.2 1.0 0.01 0.01 0.6 0.1 0.03 0.7 0.7
2060 45 0.08 0.08 3.5 0.4 0.2 4.1 4.1 2060 45 0.2 1.0 0.01 0.01 0.6 0.1 0.03 0.7 0.7
2061 46 0.08 0.08 3.5 0.4 0.2 4.1 4.0 2061 46 0.2 1.0 0.01 0.01 0.6 0.1 0.03 0.7 0.6
2062 47 0.08 0.08 3.5 0.4 0.2 4.1 4.0 2062 47 0.2 1.0 0.01 0.01 0.5 0.1 0.03 0.6 0.6
2063 48 0.08 0.08 3.4 0.4 0.2 4.1 4.0 2063 48 0.1 1.0 0.01 0.01 0.5 0.1 0.03 0.6 0.6
2064 49 0.08 0.08 3.4 0.4 0.2 4.0 3.9 2064 49 0.1 1.0 0.01 0.01 0.5 0.1 0.03 0.6 0.6
2065 50 0.08 0.08 3.4 0.4 0.2 3.7 7.7 7.6 2065 50 0.1 1.0 0.01 0.01 0.5 0.1 0.02 0.5 1.0 1.0

90.3 3.9 94.2 313.5 26.0 11.1 3.7 354.4 260.2 77.3 1.5 78.9 175.7 11.5 4.7 0.5 192.4 113.6

年度
費用 便益

純便益
（B-C）

便益

※各年度の建設費より消費税額を控除している（H元～8年度：3％、平成9～25度：5％、平成26年度～：8％）

年度
施設供
用期間

割　　引　　前

合　計 合　計

社会的
割引率

建設デフ
レータ

割　　引　　後
費用

施設供用
期間

純便益
（B-C）
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参考資料４－１

〔自動車交通円滑化効果便益〕

〔自動車交通円滑化効果便益〕（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ）→ 494 百万円/年

Ⅰ．輸送・移動時間費用削減便益

without時 with時 備考

① 区間距離(km) 71 74 便益対象エリア総延長
② 交通量(台/日) 10,608 10,129
③ 平均走行速度(km/時) 20.8 20.9
④ 総走行台キロ(千台・KM/日) 749 744
⑤ 輸送時間原単位(円/台・分) 44～92 44～92 解説書より

⑥ 輸送時間費用(百万円/年) 27,474 27,056 ③×①／②×④(※)

※上記は全リンク分の合算値で示しているが、検討に当たっては対象となるリンク、車種別に計算を行っているため、計算式に一致しない。

Ⅱ．輸送・移動費用削減便益

without時 with時 備考

① 区間距離(km) 71 74 便益対象エリア総延長
② 交通量(台/日) 10,608 10,129
③ 平均走行速度(km/時) 20.8 20.9
④ 総走行台キロ(千台・KM/日) 749 744
⑤ 輸送費用原単位(円/台・分) 9.00～134.00 9.00～134.00 解説書より

⑥ 輸送費用貨幣価値(百万円/年) 5,919 5,866 ③×①／②×④(※)

※上記は全リンク分の合算値で示しているが、検討に当たっては対象となるリンク、車種別に計算を行っているため、計算式に一致しない。

Ⅲ．交通事故損失額削減便益

without時 with時 備考

① 区間距離(km) 71 74 便益対象エリア総延長
② 係数1 350～2110 350～2110
③ 係数2 0～650 0～650
④ 交通量(台/日) 10,608 10,129
⑤ 総走行台キロ(千台・KM/日) 749 744 解説書：交通事故損失算定式より
⑥ 総通過交差点数(千台・箇所/日) 783 776 解説書：交通事故損失算定式より

⑦ 交通事故損失貨幣価値(百万円/年) 1,965 1,942 ⑤×③＋⑥×④(※)

※上記は全リンク分の合算値で示しているが、検討に当たっては対象となるリンク、車種別に計算を行っているため、計算式に一致しない。

　臨港道路の整備により、H42将来道路交通ネットワークにおける輸送・移動時間費用、輸送・移動費用及び交通事故損失
額の軽減効果が発現される。
　なお、「港湾投資の評価に関する解説書2011　港湾事業評価手法に関する研究委員会編」を以下「解説書」という。

項目

シミュレーション結果より

　　Ⅱ．輸送・移動時間費用削減（百万円） 419

項目

シミュレーション結果より

　　Ⅰ．輸送・移動費用削減（百万円） 52

項目

シミュレーション結果より

　　Ⅲ．交通事故損失削減額（百万円） 23
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参考資料４－２

〔残存価値〕

供用期間の終了とともに、3.7億円の残存価値が発生する。

With時 Without時

3.7

3.7

プロジェクトの供用期間の終了とともに、その時点で残っている資産を残存価値とし
て精算されると仮定する。

本プロジェクトにおいて、道路用地の残存価値を計上する。

項目

《道路用地》

残存価値（億円）

合計（億円）

26



【参考資料５】

岩国港装束～室の木地区臨港道路整備事業 【再評価】

（１）事業費

 全体事業費
（億円）

 残事業費
（億円）

工事費 119.7 66.9

道路 119.7 66.9

道路工 1 式 41.0 36.5

橋梁工 1 式 78.7 30.4

用地費及補償費 31.3 26.2

 用地補償費 1  式 31.3 26.2

間接経費 22.1 4.8

合計 173.0 97.9

※港湾請負工事積算基準及び類似事業箇所の実績より算出している。

（２）管理運営費

金額
（億円／年）

1 式 0.09

※解説書より

項目  数量

項目 数量

管理運営費
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岩国港装束～室の木地区臨港道路整備事業

〔山口県への意見照会と回答〕
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